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未
来
を
協
創
す
る　

高
原
文
化
の
ま
ち

施政方針
平成31年度 　平成30年度の町政の方向を決める町

議会３月定例会議は３月２日から13日
まで行われました。会議初日となる２日、
鈴木重男町長がまちづくりの重要施策に
ついて施政方針を述べましたので、その
内容をお知らせします。

　

私
は
、
町
が
１
町
２
村
に
よ
る

合
併
か
ら
60
周
年
の
節
目
を
迎
え

た
平
成
27
年
８
月
、
多
く
の
町
民

の
皆
さ
ま
か
ら
ご
信
任
を
賜
り
、

３
期
目
の
町
政
を
担
わ
せ
て
い
た

だ
き
、
現
在
に
至
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

３
期
目
の
任
期
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
町
で
は
最
重
要
課
題
で
あ

る
人
口
減
少
問
題
に
果
敢
に
取
り

組
む
た
め
、
行
財
政
運
営
の
基
本

と
な
る
町
総
合
計
画
・
基
本
構
想

と
前
期
基
本
計
画
を
策
定
し
「
未

来
を
協
創
す
る　

高
原
文
化
の
ま

ち
」
を
目
標
に
掲
げ
、
町
が
持
つ

多
面
的
な
機
能
と
資
源
を
最
大
限

に
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
平
成
28
年
度
か

ら
の
３
年
間
、
新
葛
巻
病
院
の
建

設
を
は
じ
め
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

葛
葉
荘
、
江
刈
小
学
校
の
改
築
、

グ
リ
ー
ン
テ
ー
ジ
の
改
修
、
総
合

運
動
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
、

子
育
て
支
援
住
宅
、
定
住
促
進
住

宅
、
町
道
茶
屋
場
田
子
線
の
整
備
、

江
刈
地
区
水
道
整
備
事
業
な
ど
、

社
会
基
盤
の
整
備
、
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ソ
フ
ト
面
で
は
、
新
葛

巻
型
酪
農
構
想
の
推
進
、
葛
巻
高

校
の
山
村
留
学
制
度
の
推
進
、
公

営
学
習
塾
の
開
設
、
く
ず
ま
き
型

Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業
、
生
活
習
慣
病
予
防

健
診
の
無
料
化
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
導
入
、
高
齢
者
な
ど
の
外

出
支
援
事
業
、
移
住
者
・
定
住
者

へ
の
各
種
支
援
な
ど
、
各
分
野
に

お
い
て
「
葛
巻
ら
し
い
」「
葛
巻

だ
か
ら
で
き
る
」
施
策
に
取
り
組

ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
北
岩
手
・
北
三
陸

横
断
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

の
設
立
、
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
と
の

包
括
連
携
協
定
の
締
結
な
ど
平
成

最
後
の
節
目
の
年
に
、
新
た
な
時

代
の
幕
開
け
に
つ
な
が
る
よ
う
な

取
り
組
み
も
生
ま
れ
る
な
ど
、
こ

れ
ら
の
成
果
を
今
後
、
前
進
・
発

展
さ
せ
、
町
の
魅
力
を
よ
り
一
層

高
め
る
こ
と
で
、
交
流
人
口
の
拡

大
や
移
住
・
定
住
人
口
の
増
加
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

平
成
31
年
度
は
、町
総
合
計
画
・

前
期
基
本
計
画
の
最
終
年
度
で
、

中
期
基
本
計
画
の
策
定
年
度
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
を
振
り
返
り
、
磨
き
を
か

け
、
さ
ら
に
一
歩
前
進
さ
せ
、
成

果
・
実
績
が
積
み
上
が
る
よ
う
新

た
な
取
り
組
み
に
も
果
敢
に
挑
戦

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
希
望
に
満
ち
あ
ふ

れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
町
民

の
皆
さ
ん
が
安
全
で
安
心
に
暮
ら

せ
る
環
境
の
構
築
に
全
力
を
傾
け
、

こ
の
町
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た

と
思
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
に
、

よ
り
一
層
、
精
力
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
ま
ち
づ
く

り
の
主
役
と
し
て
自
助
・
共
助
・
公

助
の
精
神
で
幸
せ
を
実
感
で
き
る

ま
ち
を
創
造
し
、
夢
と
誇
り
を
持

ち
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
地
域
資
源
を
活い

か
す
し
ご
と

　

町
が
持
つ
魅
力
や
資
源
を
最
大

限
に
生
か
し
、
基
幹
産
業
を
は
じ

め
と
し
、
Ｉ
Ｔ
産
業
や
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、
新
た
に
取
り

組
ん
で
き
た
分
野
を
含
め
た
地
域

産
業
の
高
付
加
価
値
化
と
ブ
ラ
ン

ド
化
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め

▽
草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業

▽
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
運
営

　

費
補
助

▽
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
住
宅
整
備
事
業

▽
く
ず
ま
き
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業

▽
地
方
創
生
移
住
者
支
援
事
業

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
い
き
い
き
と
輝
き
続
け
る
ひ
と

　

子
ど
も
た
ち
が
、
将
来
へ
の
夢

を
思
い
描
け
る
機
会
の
創
出
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
町
の
魅
力
や
地

域
の
良
さ
が
次
の
世
代
に
着
実
に

継
承
さ
れ
る
よ
う
に

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標

▽
山
村
留
学
事
業

▽
江
刈
中
学
校
校
舎
改
修
事
業

▽
公
営
学
習
塾
運
営
事
業

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
誰
も
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち

　

町
が
持
つ
自
然
、
空
間
、
ゆ
と

り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
町
民
が

心
安
ら
ぐ
快
適
な
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
住
環
境
の
整

備
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、安
全
・

安
心
を
実
感
で
き
る
生
活
基
盤
の

充
実
を
図
る
た
め

▽
町
立
集
会
所
整
備
事
業

▽
新
庁
舎
等
建
設
事
業

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
農
業
の
振
興
】

　

基
幹
産
業
の
畜
産
業
で
は
、
効

率
的
か
つ
合
理
的
で
収
益
性
の
高

い
安
定
し
た
経
営
体
の
育
成
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
意
欲
あ
る
若

手
後
継
者
や
新
規
就
農
者
、
酪
農

ヘ
ル
パ
ー
の
確
保
・
育
成
に
努
め

ま
す
。
ま
た
「
新
葛
巻
型
酪
農
構

想
」を
推
進
し
、畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー

事
業
な
ど
に
よ
る
個
別
経
営
体
の

規
模
拡
大
の
支
援
や
作
業
外
部
化

組
織
の
育
成
を
図
り
、
時
代
に
対

応
し
た
モ
デ
ル
と
な
る
経
営
体
の

確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

▽
畜
ふ
ん
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

　

設
計
指
導
調
査
業
務

▽
農
業
担
い
手
研
修
助
成

【
林
業
の
振
興
】

　

林
業
で
は
、
公
益
的
機
能
が
発

揮
で
き
る
森
林
整
備
を
推
進
し
、

地
場
産
材
の
利
活
用
や
緑
と
の
触

れ
合
い
の
促
進
な
ど
に
よ
り
森
林

資
源
を
日
常
生
活
に
生
か
す
工
夫

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
担
い
手
や

後
継
者
の
育
成
・
確
保
と
林
業
労

働
者
が
安
定
し
た
生
活
を
送
る
た

め
の
所
得
向
上
、
経
営
の
合
理
化

お
よ
び
作
業
環
境
の
改
善
な
ど
を

図
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
た
森
林
所
有
者
に
対
す
る
意

向
調
査
や
施
業
計
画
、
現
況
調
査

な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

▽
公
有
林
整
備
事
業

▽
町
産
材
利
用
促
進
事
業

【
農
林
産
物
加
工
の
振
興
】

　

第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
の
商
品
は
、

さ
ら
に
消
費
者
の
評
価
を
高
め
ら

れ
る
よ
う
６
次
産
業
化
の
取
り
組

み
や
農
商
工
連
携
を
支
援
し
、
今

後
も
高
品
質
な
製
品
を
製
造
し

「
く
ず
ま
き
ブ
ラ
ン
ド
」
の
定
着

を
促
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
資
源
や
伝
統
技
術

を
生
か
し
た
農
林
産
物
の
加
工
お

よ
び
商
品
化
を
促
進
し
な
が
ら
、

農
家
経
営
の
安
定
と
所
得
向
上
に

努
め
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

▽
道
の
駅
レ
ス
ト
ラ
ン
基
本
設
計

　

業
務

▽
く
ず
ま
き
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業
に
よ

　

る
特
産
品
開
発

基
幹
産
業
の
新
た
な
展
開
に
よ
る

高
収
益
産
業
の
実
現

施策 町
の
魅
力
を
高
め

町
の
魅
力
を
高
め

希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

【
商
工
業
の
振
興
】

　

商
工
会
と
連
携
し
、
経
営
品
質

に
よ
る
個
店
の
魅
力
向
上
や
継
業
、

創
業
支
援
な
ど
に
よ
る
取
り
組
み

で
、
地
元
購
買
率
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
な
か
活
性
化
協
議

会
や
地
元
自
治
会
な
ど
と
連
携
し
、

「
歩
き
回
り
た
く
な
る
ま
ち
な
か

エ
リ
ア
」
の
創
出
や
四
季
の
イ
ベ

ン
ト
実
施
に
よ
る
中
心
市
街
地
の

活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

▽
く
ず
ま
き
型
持
続
可
能
な
産
業

交
流
・
連
携
の
強
化
に
よ
る

　
　
　
　
　
　

地
域
産
業
の
育
成

施策

　

づ
く
り
支
援
事
業

▽
ま
ち
な
か
活
性
化
協
議
会
へ
の

　

支
援

▽
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行

　

事
業

【
観
光
の
振
興
】

　

く
ず
ま
き
観
光
地
域
づ
く
り
協

議
会
を
中
心
に
「
く
ず
ま
き
型
Ｄ

Ｍ
Ｏ
」
事
業
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

推
進
し
、
観
光
客
の
増
加
が
も
た

ら
す
地
域
経
済
の
活
性
化
に
よ
る

雇
用
や
新
規
起
業
の
増
加
を
図
り
、

定
住
人
口
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　

特
に
も
、
来
町
し
た
観
光
客
が
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施政方針平成31年度

施
政
方
針
を
述
べ
る
鈴
木
重
男
町
長

改修が待たれる役場庁舎


